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１ ２つのさいころを同時に投げるとき，次の確率を求めなさい。ただし，さいころは，どの目

が出ることも同様に確からしいものとします。

（１）出た目の和が６になる確率

（２）出た目の積が１２になる確率

（３）出た目の和が５の倍数になる確率

２ 赤玉４個，白玉３個の入った袋から，続けて２個取り出すとき，次の確率を求めなさい。

（１）２つともに赤玉である確率

（２）取り出した玉の色が異なる確率

（３）２つともに同じ色である確率

３ １０本のうち３本が当たりになっているくじをＡ，Ｂの２人が，Ａ，Ｂの順に１本ずつ引く

とき，次の確率を求めなさ い。

（１）Ａだけが当たる確率

（２）Ｂだけが当たる確率
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２個のさいころを同時に投げるとき，
起こりうる結果は全部で３６通りある。

出た目の和が６になるのは，(１，５)，(２，４)
(３，３)，(４，２)，(５，１)の５通り。
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出た目の積が１２になるのは，(２，６)，(３，４)
(４，３)，(６，２)の４通り。
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出た目の和が５の倍数になるのは，(１，４)，(２，３)
(３，２)，(４，１)，(４，６)，(５，５)，(６，４)の７通り。
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２つとも赤玉になるのは（１）より１２通り。
２つとも白玉になるのは
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の６通り。
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Ａ，Ｂの順にひく引き方は全部で１０× ９＝９０通り。

Ａがあたり，Ｂが外れをひけばよいから
３× ７＝２１通り
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Ａがはずれ，Ｂがあたりをひけばよいから
７× ３＝２１通り
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４個の赤玉を，赤１，赤２，赤３，赤４，３個の白玉を，白１，白２，白３
と区別して樹形図をつくって考えると，起こりうる結果は７× ６＝４２通り。
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